
ドライブ編 
自転車を荷台に載せて美瑛の森にサイクリングへ 

朝早起きして夕方からの仕事に間に合うように 
山の水族館へ 

市内で遊ぶならワクワクエッグ（富沢）や 
キトウシ森林公園（東川町）の施設も 
オススメ。層雲峡や花神楽、白金温泉など 
の日帰り入浴もオススメ。 
 

医局長という役職上ライフワークバランスは、仕事に偏っており
良い事例とは言えないかも知れません。私はどう工夫するかを
考え、できるところから始めています。さて、医師人生の中には
専門医取得、学位取得、研究、臨床手技の取得、キャリアアッ
プに伴う役職のため物理的に忙しい時期がやって来ます。期
待されるパフォーマンスを損なうことなく皆さんのキャリア支援
を我々１内は考えています。 
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お姉ちゃん小学校へ 

弟も小学校へ 

お姉ちゃんは 
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習い事も 
始める 

外来パートタイムで 
仕事を再開 

と同時に仕事と 
子育て両立に 
悩む日々 

子どもたちは 
アフタースクールへ 

子供ができて 
仕事おやすみ 

初めての土地 
親類も近くにいない 
どこに行くにも遠い中 
一人で子育て心細い 

子育てに追われる 

引越し準備 
ふたたび大変 

非常勤パートタイム外来から 
平日勤務、病棟業務も再開へ 

仕事環境、生活環境（家事、育児） 
の変化への対応が大変 

お互い大学研修医 
でも仕事の環境はけっっこう違ったり 

（どっちのほうが大変だったかはヒミツだよー） 
 

すれ違い生活？ 

別病院で勤務（車で30分の距離ではある） 
お互い仕事の内容が急に変わって戸惑う、忙しい！ 

 
週末の休みはなるべく日程を合わせて一緒にとる 

旭川厚生病院へ異動。やっぱり忙しい毎日 
当番で呼ばれること多し 

引越し準備超大変 

こども二人になり 
てんやわんや 

PAPA in 士別 
 ・子供をお風呂に入れるのが仕事 
 ・オムツ替えもやりますよ 
 ・子供を寝かしつけようとして・・・結局妻にお願いしたり 
 ・家事らしい家事は・・・ほとんどやってなかったかも？ 

PAPA in 旭川・根室 
 ・子供とお風呂に入ったり、遊んだり。 
 ・できる範囲で家のことも手伝っている「つもり」 
 ・子供の夜泣きに悩まされる妻を尻目に夫は熟睡。。すまぬ。 
 
臨時で病院に呼ばれることも多く、妻からしてみれば育児の協力が 
不十分。やっぱり「つもり」にしかなってないことも多いのでした・・・ 
 
子供二人目ができて、半年後には遠方へ引越し。しかし引越し手伝
いも十分できず、それはそれは妻は大変だったはず。見知らぬ土地で
友人もいないなか、大変な子育て。思い返せば手伝えることは沢山
あったと反省。 

 さて、自分は油断すると自分のことを優先させがちな、どちらかというとダメな夫であり、ダメな父親です。そんな 
人間がしてきた間違いを見て、真似をしてはいけないロールモデルとして見ていただけると良いかと思います。 
 
 家事にしろ病院業務にしろ、お互いの仕事をお互いが「十分に」理解するのは難しいことです。体験していない認識
には少なからずズレがあります。「わかってもらえてるはず」は大抵気のせいです。病院での業務の大変さを理解して
もらいたいという気持ちはあるかもしれませんが、専業主婦の日常業務だって患者さんをこなすより大変なところがあ
るはずです。もちろん病院の仕事が実際すごく大変で、ただ癒されたいときだってあるでしょうけど、相手だって同じで
すよね。大変な時こそ思いやりを忘れると悪循環が止まりません。家で頑張ってる妻のことは十分すぎるくらいにねぎ
らってあげましょう。ありがとうの一言も大切です。共働きならなおさらのことです。自分は妻が休職していた時期も長
かったのですが、復職しようとしてからもなかなか妻の生活の変化をサポートしてあげられませんでした。もしかすると
子供ができてまもなくから共働きを続けていれば、いくらかマシだったのかもしれませんが。 
 家事を含めて子育てにどんな協力ができるのか？どうすればうまく時間が使えるのか？いろいろ考えることが必要
ですし、もしかすると実際には医局や同僚、病院の協力なしには難しくて環境に依る部分も多いのですが、夫として 
父親として子育てに参加することはたぶん楽しいことなのです。人生の中で、子供が子供である限られた期間と回数
しかできないイベントなのだから、それに時間を割いてみることは他に代えがたい価値のあることだと思います。 

休職 

PAPA in 名寄・旭川（2nd session） 
 ・子供も大きくなって、一緒に外でも遊びやすい。楽しい 
  （下の子と一緒になってふざけ、妻を苛立たせる毎日） 
 ・小学生は宿題や休みの自由研究も。手伝い大事 
 ・幼稚園/学校行事への参加はマスト 
 ・皿洗い、洗濯、ゴミ出し、etc..家事だってやりますとも(`ω´)ｷﾘｯ 
 
しかし、やっぱりイクメンもどきの域をなかなか出られません。 
継続していつも家事をやることの大変さ。疲れてるときだって、自分
のしたいことがある日だって、家事はきちんとやって当たり前。 
「趣味の世界への没頭が目に余る」 
「スペシャルな時に頑張るのも良いけど、普段もちゃんとしてよね」 
 
おっしゃるとおりです。。。 

現在の夫（38歳）週間スケジュール 
・気づいたらできる限り家事（皿洗い、洗濯、宿題指導など） 
・休みには子供との時間を優先的に 
・自分の趣味は時間外（早朝/深夜）に 
月 妻出張時は子供の迎え＆夕飯（コンビニ弁当 or 頑張って作る） 
火 
水 

木 仕事早上がりで子供の迎え＆コンビニ弁当食べさせ、 
自分も医局勉強会へ参加（子供はお留守番） 

金 妻出張時は子供の迎え＆夕飯（コンビニ弁当 or 頑張って作る） 
土 仕事でなければ習い事の送迎 
日 下の子と一緒にドラムレッスン（アラフォーの手習い） 

復職 

市立根室病院へ異動。 
人が少なく責任重いし当番も多い 
やっぱりたいへんだけど、毎日いろんな体験が 

名寄市立総合病院へ異動。 
当初人も少なく大変。でもやりがいある職場。 
技術を磨くこともできて、仕事さらに楽しい。 

大学は臨床業務量はこれまでよりも↓ 
大学だけに教育的な業務↑ 
ちょっと役職がついて管理者的なことも？ 
さらに、アラフォーにしてまさかの研究？ 
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